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令和２年 人 事 異 動

【
管
理
職
　
人
事
異
動
】�

発
令
日
：
令
和
2
年
2
月
10
日

職
員
名

新
　
所
　
属

旧
　
所
　
属

部
長
級

辻
　
　
義
久

監
査
室
室
長

勝
本
支
所
支
所
長

山
西
　
正
博

監
査
課
相
談
役
（
部
長
待
遇
）

金
融
共
済
部
部
長

吉
福
　
和
徳

金
融
共
済
部
部
長

監
査
室
室
長

斉
藤
　
誠
義

担
い
手
支
援
課
相
談
役
（
部
長
待
遇
）

芦
辺
支
所
支
所
長

辻
村
　
　
勝

南
支
所
支
所
長

石
田
支
所
支
所
長

赤
岩
　
和
人

北
支
所
支
所
長

郷
ノ
浦
支
所
支
所
長

課
長
級

立
山
　
　
淳

管
理
課
課
長　

融
資
審
査
課
課
長
兼
務

武
生
水
出
張
所
出
張
所
長

斉
藤
　
昌
幸

共
済
課
課
長

管
理
課
課
長

中
嶋
　
英
樹

農
産
園
芸
課
業
務
係
長
（
課
長
待
遇
）

農
産
園
芸
課
農
産
係
長
（
課
長
待
遇
）

久
原
陽
一
郎

営
農
部
付
課
長
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
い
き
出
向

営
農
部
付
係
長
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
い
き
出
向

内
野
　
佑
一

担
い
手
支
援
課
課
長

担
い
手
支
援
室
係
長

寺
田
　
吉
信

畜
産
部
指
導
課
課
長

畜
産
課
課
長

佐
々
　
明
彦

畜
産
部
業
務
課
課
長

共
済
課
課
長

堀
川
　
敬
介

燃
料
課
課
長

芦
辺
支
所
次
長

野
元
　
勝
也

燃
料
課
相
談
役
（
課
長
待
遇
）

燃
料
課
課
長

松
永
と
も
子

南
支
所
次
長

石
田
支
所
次
長

大
久
保
芳
浩

南
支
所
次
長

郷
ノ
浦
支
所
次
長

圓
石
美
紀
代

北
支
所
次
長

勝
本
支
所
（
係
長
待
遇
）

倉
本
　
暢
彦

北
支
所
次
長

勝
本
支
所
次
長

係
長
級

岡
田
　
　
敏

企
画
課
係
長

企
画
課
経
営
管
理
係
長

竹
下
真
一
郎

共
済
課
短
期
係
長

共
済
普
及
推
進
課
係
長

寺
田
　
恭
平

共
済
普
及
推
進
課
係
長

共
済
普
及
推
進
課

藤
江
　
武
宏

農
産
園
芸
課
指
導
係
長

農
産
園
芸
課
園
芸
係
長

南
部
　
智
加

直
販
課
係
長

共
済
課

田
原
　
靖
子

担
い
手
支
援
課
係
長

農
産
園
芸
課
生
活
指
導
員

都
野
川
　
秀

畜
産
部
指
導
課
係
長

畜
産
課
指
導
係
長

土
谷
　
武
徳

畜
産
部
指
導
課
係
長

畜
産
課
繁
殖
係
長

久
保
百
合
子

畜
産
部
業
務
課
係
長

農
産
園
芸
課
事
業
係
長

西
原
　
慎
吾

畜
産
部
業
務
課
係
長

企
画
課
総
合
企
画
係
長

【
一
般
職
　
人
事
異
動
】�

発
令
日
：
令
和
2
年
2
月
10
日

職
員
名

新
　
所
　
属

旧
　
所
　
属

斉
藤
紗
里
奈

管
理
課
付

郷
ノ
浦
支
所

三
好
　
正
行

監
査
課

石
田
支
所

横
山
め
ぐ
み

共
済
課

共
済
普
及
推
進
課
専
任
Ｌ
Ａ

松
田
　
恵
介

共
済
普
及
推
進
課
専
任
Ｌ
Ａ

郷
ノ
浦
支
所

豊
永
　
唯
化

共
済
普
及
推
進
課
専
任
Ｌ
Ａ

郷
ノ
浦
支
所

小
西
　
明
奈

共
済
普
及
推
進
課
専
任
Ｌ
Ａ

勝
本
支
所

神
田
　
昌
幸

共
済
普
及
推
進
課
専
任
Ｌ
Ａ

勝
本
支
所

斉
藤
　
俊
介

農
産
園
芸
課
営
農
指
導
員

共
済
普
及
推
進
課
専
任
Ｌ
Ａ

市
山
　
将
司

農
産
園
芸
課

石
田
支
所

伊
豆
　
圭
司

担
い
手
支
援
課

芦
辺
支
所

香
椎
　
浩
一

畜
産
部
指
導
課
畜
産
指
導
員

畜
産
課
畜
産
指
導
員

　
浅
春
の
候
、
組
合
員
・
ご
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
２
月
10
日
に
、
支
所
再
編
を
実
施
し
、
４
支
所
１
出
張
所
体
制
か

ら
２
支
所
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
組
合
員
・
地
域
住
民
の
た
め
の
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
利
用
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
員
・
ご
利
用
者
の
皆
様
へ

 

壱
岐
市
農
業
協
同
組
合     　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長
　
川
﨑
　
裕
司

役
職
員
一
同
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山
石
　
知
治

畜
産
部
指
導
課
畜
産
指
導
員

畜
産
課
畜
産
指
導
員

清
川
　
秀
則

畜
産
部
指
導
課
畜
産
指
導
員

畜
産
課
畜
産
指
導
員

永
岡
　
　
稔

畜
産
部
指
導
課
畜
産
指
導
員

畜
産
課

豊
永
　
哲
司

畜
産
部
指
導
課
畜
産
指
導
員

畜
産
課
畜
産
指
導
員

竹
藤
　
雅
則

畜
産
部
指
導
課

畜
産
課

市
山
　
杏
平

畜
産
部
指
導
課

畜
産
課

山
本
　
俊
育

畜
産
部
指
導
課

畜
産
課

江
坂
　
勝
義

畜
産
部
業
務
課

畜
産
課

米
村
　
昂
大

畜
産
部
業
務
課

管
理
課

福
山
　
舜
也

畜
産
部
業
務
課

畜
産
課

立
石
　
　
準

資
材
課

芦
辺
支
所

藤
原
　
ふ
み

南
支
所

郷
ノ
浦
支
所

川
下
　
恵
子

南
支
所

資
材
課

土
谷
　
玲
こ

南
支
所

石
田
支
所

西
本
　
　
渚

南
支
所

武
生
水
出
張
所

加
藤
　
陽
介

南
支
所

金
融
課

八
十
嶋
由
紀

南
支
所

金
融
課

林
　
　
麻
希

南
支
所

郷
ノ
浦
支
所

桂
木
　
沙
織

南
支
所

武
生
水
出
張
所

植
村
　
裕
之

南
支
所

石
田
支
所

野
元
　
雄
太

南
支
所

郷
ノ
浦
支
所

山
口
　
幸
翼

南
支
所

郷
ノ
浦
支
所

岩
野
　
　
遼

南
支
所

郷
ノ
浦
支
所

山
口
　
明
子

南
支
所

石
田
支
所

中
上
　
澄
枝

北
支
所

芦
辺
支
所

内
野
　
章
恵

北
支
所

芦
辺
支
所

吉
井
　
　
諒

北
支
所

芦
辺
支
所

松
本
　
彩
奈

北
支
所

企
画
課

山
本
　
志
穂

北
支
所

芦
辺
支
所

野
元
　
睦
美

北
支
所

勝
本
支
所

中
田
　
香
織

北
支
所

芦
辺
支
所

高
原
　
和
美

北
支
所

芦
辺
支
所

松
田
　
拓
志

北
支
所

資
材
課

久
保
日
登
美

北
支
所

勝
本
支
所

坂
口
　
真
奈

北
支
所

勝
本
支
所

【
新
規
採
用
　
試
用
職
員
】�

発
令
日
：
令
和
2
年
2
月
10
日

職
員
名

新
　
所
　
属

川
﨑
麻
里
子

管
理
課

久
家
龍
一
郎

畜
産
部
指
導
課

末
永
　
康
貴

畜
産
部
指
導
課

米
倉
　
良
行

資
材
課

久
原
　
栄
彦

農
業
機
械
課

日
髙
久
美
子

南
支
所

【
准
職
員
　
人
事
異
動
】�

発
令
日
：
令
和
2
年
2
月
10
日

職
員
名

新
　
所
　
属

旧
　
所
　
属

山
川
　
　
香

管
理
課

監
査
課

松
本
　
昌
子

管
理
課
付

勝
本
支
所

牧
山
　
孝
子

企
画
課

共
済
課

山
口
　
智
美

共
済
課

管
理
課
付

齋
藤
　
喬
史

農
産
園
芸
課

資
材
課

栁
川
美
和
子

担
い
手
支
援
課

担
い
手
支
援
室

白
川
　
厚
子

担
い
手
支
援
課

担
い
手
支
援
室

田
山
　
忠
彦

担
い
手
支
援
課

担
い
手
支
援
室

是
洞
由
希
奈

担
い
手
支
援
課

担
い
手
支
援
室

山
口
　
理
恵

畜
産
部
指
導
課

畜
産
課

漆
谷
　
陽
介

畜
産
部
指
導
課

畜
産
課

山
川
ユ
キ
エ

資
材
課

燃
料
課

松
永
　
岳
史

資
材
課

農
産
園
芸
課

山
川
　
一
伸

資
材
課

燃
料
課

大
西
　
美
帆

資
材
課

金
融
課

市
山
　
文
香

南
支
所

武
生
水
出
張
所

山
下
　
優
子

北
支
所

郷
ノ
浦
支
所

久
山
　
奈
美

北
支
所

郷
ノ
浦
支
所

久
間
　
五
月

北
支
所

芦
辺
支
所

殿
川
　
美
穂

北
支
所

勝
本
支
所
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 南支所 ・北支所
職員  紹介

支所再編により、新支所で業 務にあたる職員を紹介します。
  これからもよろし  くお願いします。　

南支所

　職員一同、笑顔で明るく、皆様方
の新たな拠り所となります様、頑張
りますのでよろしくお願いします。

支所長　辻村　　勝

貯金・出納担当

貸付担当 金融複合外務員

次長 支所長

共済担当 経済担当

山口　明子 西本　　渚

野元　雄太 林　　麻希 植村　裕之

市山　文香 桂木　沙織 八十嶋由紀 加藤　陽介 藤原　ふみ

大久保芳浩 松永とも子

岩野　　遼

日高久美子 土谷　玲こ

川下　恵子 山口　幸翼

所在地：本所１階
T E L：0920-47-0311
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 南支所 ・北支所
職員  紹介

支所再編により、新支所で業 務にあたる職員を紹介します。
  これからもよろし  くお願いします。　

北支所

　職員一同、明るく元気に地域住民
とのふれあいの場となる店舗作りを
目指します！

支所長　赤岩　和人

貯金・出納担当

貸付担当 金融複合外務員

次長 支所長

共済担当 経済担当

松本　彩奈松田　拓志 野元　睦美 内野　章恵 中上　澄枝

久間　五月 久保日登美 吉井　　諒

殿川　美穂 坂口　真奈 久山　奈美 山下　優子 中田　香織

倉本　暢彦 圓石美紀代

山本　志穂 高原　和美

所在地：旧芦辺支所
T E L：0920-45-2323
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職員

指導課
生産経営指導

家畜市場
販売

登録業務
人工授精
和牛部会

機構改革 により、
  　指導・業務 体制を強化　

　 　当 JA 畜産部は機構改革により、　指導課と業務課の２課となりました。
２課体制で組合員の負託に応えるべく、人員配置をし　ておりますので今後ともよろしくお願いいたします。 

　各課で業務に励む、   職員をご紹介します。

畜産部
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池上　直貴 山口　理恵 末永　康貴

久家龍一郎 漆谷　陽介 山本　俊育

市山　杏平 竹藤　雅則 豊永　哲司

永岡　　稔 山石　知治香椎　浩一清川　秀則

係長

都野川　秀 土谷　武徳

課長

寺田　吉信



業務課
子牛共同育成管理施設

繁殖研修センター
ＣＢＳ施設

へい死獣施設
堆肥センター
肥育センター

肥育部会
補助事業関係
リース牛舎

職員

係長

施設職員

課長

　今後も、有利販売に
更に努めてまいります
のでよろしくお願いし
ます。

部　長　寺尾　幸博

部長 機構改革 により、
  　指導・業務 体制を強化　

　 　当 JA 畜産部は機構改革により、　指導課と業務課の２課となりました。
２課体制で組合員の負託に応えるべく、人員配置をし　ておりますので今後ともよろしくお願いいたします。 

　各課で業務に励む、   職員をご紹介します。
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全国和牛登録協会
壱岐支所

壱岐支所職員
川﨑　彩奈

登録協会出向職員
齋藤　浩平

福山　舜也 米村　昂大 江坂　勝義

西原　慎吾 久保百合子 佐々　明彦

村部　英二
冨田　勝治
稗田　豪紀

繁殖支援センター
（CBS）

岩永　紀昭
原川　拓也

第１
キャトルセンター

斉藤晃一郎
有田　昌彦
池上　慎吾
岩永　秀寿

第２
キャトルセンター
繁殖研修センター

山本　一也
井元　政広
山田　員徳
阪本　秀成

肥育センター

平田　祐司
へい死獣施設

藤本　　誠
池上裕一郎

堆肥センター



　
『
平
茂
晴
』
号
顕
彰
碑
建
立
実
行
委
員
会
は
１

月
16
日
、
芦
辺
町
で
畜
産
農
家
や
関
係
者
参
加
の

下
、
長
崎
県
肉
用
牛
の
生
産
振
興
と
改
良
増
殖
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
壱
岐
生
ま
れ
の
種
雄
牛

『
平
茂
晴
』
号
の
顕
彰
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
『
平
茂
晴
』

号
は
、
平
成
10

年
３
月
23
日
に

芦
辺
町
の
末

永
肇
さ
ん
に

よ
っ
て
生
産
さ

れ
、
肉
質
・
増

体
を
兼
備
し
た

糸
桜
系
の
種
雄

牛
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。
凍

結
精
液
は
、
累

計
で
２
４
３
，

７
３
１
本
利
用

さ
れ
、
長
崎
県

内
の
他
の
種
雄
牛
と
比
べ
、
圧
倒
的
に
多
く
利
用

さ
れ
県
内
の
畜
産
振
興
に
大
き
く
貢
献
。
現
在
も

供
用
さ
れ
て
お
り
、
更
に
利
用
本
数
は
伸
び
て
い

ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
川
﨑
裕
司
組
合
長
は
「
畜
産
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
『
平
茂
晴
』
号
の
誕
生

の
地
が
壱
岐
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
み
な

さ
ま
に
は
こ
の
壱
岐
生
ま
れ
の
ス
ー
パ
ー
種
雄
牛

『
平
茂
晴
』
号
の
活
躍
を
後
世
ま
で
語
り
つ
い
で

貰
い
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

『平茂晴』号顕彰碑建立実行委員会の皆さん

お披露目される顕彰碑

『
平
茂
晴
』号
の
生
誕
の
地
に
　

顕
彰
碑
完
成

Monthly JA Magazine   Fureai  No.651Monthly JA Magazine   Fureai  No.651 8
い

ふれあ



　
当
Ｊ
Ａ
は
１
月
16
日
、
郷
ノ
浦
町
の

壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
で
畜
産
関
係
者
合
わ

せ
て
約
３
０
０
人
参
加
の
下
、
第
６
回

壱
岐
市
肉
用
牛
振
興
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
会
は
、
長
崎
県
の
畜
産
振
興

に
大
き
く
貢
献
を
果
た
し
た
壱
岐
生
ま

れ
の
ス
ー
パ
ー
種
雄
牛
『
平
茂
晴
』
号

の
顕
彰
碑
完
成
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、

肉
用
牛
の
増
産
に
資
す
る
と
共
に
改
良

体
制
の
育
成
強
化
を
強
め
産
地
間
競
争

に
打
ち
勝
つ
壱
岐
牛
づ
く
り
と
銘
柄
確

立
を
図
る
こ
と
や
畜
産
農
家
の
生
産
意

欲
の
高
揚
と
経
営
安
定
を
図
り
効
率
的

な
生
産
に
繋
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

大
会
で
は
、『
平
茂
晴
』
号
生
産
者

で
あ
る
末
永
肇
さ
ん
の
功
労
者
表
彰
や

顕
彰
碑
製
作
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
女

性
飼
育
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
２
人
の
講
師
に
よ
り
『
長
崎
県

の
種
雄
牛
』
と
『
和
牛
登
録
の
意
義
』

に
つ
い
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
壱
岐
市
和
牛
部
会
の
成
石
定

建
部
会
長
が
「
後
継
者
の
育
つ
環
境
作

り
と
夢
の
あ
る
肉
用
牛
経
営
を
目
指
し
、

部
会
員
全
員
が
英
知
を
結
集
し
邁
進
す

る
。」と
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

会場全体で万歳三唱

講師による基調講演

功労者表彰を受ける末永さん

大会決議を読み上げる成石部会長

多くの畜産関係者が参加しました

第
６
回
壱
岐
市 

肉
用
牛
振
興
大
会
開
催
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霞翠小学校の野元理彩さ
んが

全国入賞！！！

第44回
「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール

作文部門で

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
第
44
回
「
ご
は
ん
・

お
米
と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
霞

翠
小
学
校
４
年
生
の
野
元
理
彩
さ
ん
が
作
文
部
門
第

Ⅱ
部
で
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
を
受
賞

し
、
東
京
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
２
人

が
全
国
入
賞
（
優
秀
賞
）
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
夏

の
風
物
詩
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

ご
は
ん
・
お
米
に
関
す
る
思
い
出
や
考
え
た
こ
と
な

ど
を
作
文
・
図
画
で
自
由
に
表
現
す
る
も
の
で
す
。

　
第
44
回
は
市
内
の
小
・
中
学
校
よ
り
作
文
51
点
、

図
画
１
４
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
作
文
部
門
で
４
人

が
県
入
賞
、
２
人
が
県
入
選
、
図
画
部
門
で
１
人
が

県
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

以
下
、
全
国
表
彰
審
査
結
果

作
文
部
門
第
Ⅱ
部

　
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

　
　
霞
翠
小
学
校　
４
年　
野
元　
理
彩
さ
ん

作
文
部
門
第
Ⅲ
部

　
優
秀
賞

　
　
郷
ノ
浦
中
学
校　
１
年　
栁
原　
誉
世
さ
ん

図
画
部
門
第
Ⅰ
部

　
優
秀
賞

　
　
霞
翠
小
学
校　
３
年　
田
口
可
南
子
さ
ん

Ⅰ
部
（
小
学
校
１
〜
３
年
）、
Ⅱ
部
（
小
学
校
４
〜
６
年
）、

Ⅲ
部
（
中
学
校
１
〜
３
年
）

東京で表彰された野元さん
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妹
の
も
ち
ふ
み

霞
翠
小
学
校　

４
年　

野
元　

理
彩

　
「
せ
ー
の
。
よ
い
し
ょ
！  

お
め
で
と

う
！
。」

今
年
の
７
月
に
妹
の
一
才
の
た
ん
生
の
お
い

わ
い
で
家
族
み
ん
な
で「
も
ち
ふ
み
」を
し
ま

し
た
。
も
ち
ふ
み
は
、
一
才
に
な
っ
た
子
供

を
い
わ
う
た
め
に
、
わ
ら
ぞ
う
り
を
は
い
て

鏡
も
ち
を
ふ
む
と
い
う
行
事
で
す
。
私
が
住

ん
で
い
る
壱
岐
で
は
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
も
小
さ
い
頃
同
じ
よ
う
に
し
ま
し

た
。
特
に
、今
年
の
妹
の
も
ち
ふ
み
は
、今
ま

で
よ
り
も
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
お
も
ち
の
原
料
と
な
る
も
ち

米
は
、
私
の
家
族
み
ん
な
で
妹
の
た
ん
生
を

い
わ
う
た
め
に
、
一
年
間
気
持
ち
を
こ
め
て

作
っ
た
お
米
だ
か
ら
で
す
。

　

去
年
の
三
月
に
、
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中

に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
う
れ
し
く
て
、
家
族
み
ん
な
で
喜

ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
い
ま
し
た
。

「
今
年
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
か
ら
、
も

ち
ふ
み
を
す
る
時
の
、も
ち
米
を
作
ろ
う
。
理

彩
ち
ゃ
ん
も
手
伝
っ
て
ね
。」

私
は
、
そ
の
時
初
め
て
、
お
も
ち
の
原
料
が

お
米
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

妹
の
た
め
に
私
も
が
ん
ば
ろ
う
と
心
に
決
め

ま
し
た
。

　

田
植
え
か
ら
、い
ね
が
育
つ
ま
で
は
、私
は

早
く
い
ね
が
で
き
な
い
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
田
ん
ぼ
の
管

理
で
水
の
出
し
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
朝
早
く
水
を
出
す
た
め
に
田

ん
ぼ
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
私
も
早
く
起

き
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ

て
水
出
し
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
足
が
悪
い
の
で
、
私
が
水
出
し

の
お
手
伝
い
を
し
た
時
に
は
、
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

喜
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
し
妹
の
も
ち

米
を
作
る
た
め
に
、
い
つ
も
よ
り
が
ん
ば
れ

た
と
思
い
ま
し
た
。

「
今
年
は
、
早
起
き
だ
ね
。」

と
家
族
み
ん
な
に
言
わ
れ
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

夏
に
な
り
、い
ね
も
育
ち
始
め
た
時
に
、台

風
が
来
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
時
初
め
て
台

風
が
、
お
米
作
り
に
は
い
や
な
も
の
だ
と
知

り
ま
し
た
。
私
も
「
台
風
こ
な
い
で
！
」
と

心
の
中
で
さ
け
び
ま
し
た
。

　

秋
に
な
る
と
、
す
く
す
く
と
い
ね
が
育
ち
、

小
麦
色
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
私
の
お
手
伝
い
が
た
く
さ
ん
で
き
る
時
が

来
ま
し
た
。
い
ね
か
り
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
き
か
い
で
か
っ
た
い
ね
を
、
竹
の
柱
に

か
け
る
仕
事
で
す
。
私
は
、
い
ね
を
お
父
さ

ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
わ
た
す
仕
事
を
し
ま

し
た
。
最
初
は
元
気
よ
く
し
て
い
た
け
れ
ど
、

だ
ん
だ
ん
き
つ
く
な
り
ま
し
た
。
お
米
作
り

が
こ
ん
な
に
大
変
な
も
の
だ
と
初
め
て
分
か

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
今
年
の
七
月
の
妹
の
た
ん
生

日
に
も
ち
ふ
み
を
家
族
全
員
が
つ
く
っ
た
お

米
で
し
ま
し
た
。
お
も
ち
も
家
族
み
ん
な
で

食
べ
ま
し
た
。
何
だ
か
、
い
つ
も
よ
り
お
い

し
く
て
お
代
わ
り
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
私
の
家
で
は
米
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
も
ち
ふ
み
は
な
い
け
れ
ど
、
お

米
作
り
を
手
伝
お
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
米
を
食
べ
て
、
私
も
妹
も
家
族
も
元
気
に

な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
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地域の話題発見 !!

　つや姫生産部会は１月 30日、芦辺町の壱岐家
畜市場セリ場で、生産販売検討会並びに栽培説明
会を開催しました。
　令和元年産つや姫は、生産者 229 人が 156㌶
の作付けを行いました。４月下旬の田植え以降、
天候不順により活着が遅れましたが、その後の気
温と日照時間が確保できたことから順調に生育し、
10㌃当り収量 466.3㌔で全量１等米の結果とな
りました。
　検討会には、部会員・関係者約 150人が参加。
２年産の生産販売対策として、壱岐産つや姫のブ
ランド化を目指し、品質・食味向上対策をより一
層強化していくとともに、部会員一丸となったブ
ランド戦略を展開していくことを確認しました。

来 年産の生産販売対策を確認

多くの関係者が出席した生産販売検討会

　当 JAは１月 17日～ 18日に、郷ノ浦町
の柳田資材センター前で新春初売り大感謝
祭を開催し、農機具・自動車・生産資材な
どの展示販売を行いました。
　大感謝祭では、来場者にゆっくりと買い
物や見学をしてもらうために休憩スペース
が設けられ、来場者と職員の交流の場とな
りました。
　３月 13 日には、第３回中古自動車・農
機具展示会の開催を予定しています。たく
さんのご来場お待ちしております。

大 感謝祭で来場者と交流

休憩スペ―スではぜんざいが振る舞われました

　JA壱岐市は１月 20日から 24日、市
内各町（４会場）で農協座談会を開催し、
４日間合計で178人の組合員が参加しま
した。座談会は毎年開催しており、農家
の意見を聞き営農振興に役立てる事とJA
の現在の取組みの報告などが目的です。
　座談会では、２月 10日に控えた支所
再編の案内と、営農・畜産部門の取組み
状況や実績の報告を行いました。

　営農部門では、水稲の品種ごとの実績や施設・露地での品目別の販売実績を報告し、当 JAが新たに取り
組んでいる、にんにく栽培への機械化一貫体系導入について、今後の予定などを説明しました。畜産部門で
は、元年度（12月末まで）の壱岐家畜市場でのセリ結果と県内他市場の動向などを報告しました。

J Ａの取組みを
　　　　   組合員に報告

多くの組合員が参加した座談会

Monthly JA Magazine   Fureai  No.651Monthly JA Magazine   Fureai  No.651 12
い

ふれあ



　女性部（米倉佐代子部長）は１月 14 日、郷
ノ浦町の本所会議室で女性部員ら 24 人参加の
下、第５回カルチャースクール並びに閉講式を
開催しました。今回は、入江淑子さんを講師に
招き『笑いヨガ』を行いました。
　笑いヨガとは、笑う体操とヨガの呼吸法を取
り入れたもので、有酸素運動と同じ効果を持っ
ており、酸素が体中に行き渡り健康活力を実感
することが出来ます。その他にも、ストレスレ
ベルの減少やガン・認知症・風邪などの予防に
も効果があると言われています。参加者は、輪
になり、講師の指導に従って、笑いヨガを実践
しました。
　その後、令和元年度カルチャースクールの閉
講式が行われ、皆勤賞部員に賞状と記念品が贈
られました。元年度は、計５回のカルチャース
クールを開催し、延べ約 230 人が参加しまし
た。
　米倉部長は「今年度も多くの部員が参加して
くれた。これからも部員同士で協力し合い、魅
力ある女性部を作っていきたい。」と話しまし
た。

笑 いヨガで健康

笑いヨガを実践する女性部員

皆勤賞の皆さん

　令和元年度『JA 青年組織手作り看板全国コ
ンクール』に出展した、勝本支部の看板が JA
全中賞を受賞しました。同支部の全国コンクー
ル入賞は初めてです。
　同支部は、勝本町の若手農業者を中心に約
50 人で構成。看板製作は、全部員でアイデア
を出しながら１週間かけて完成させました。
　「元年活躍したラグビー日本代表のように、
One for all・All for one 精神で、壱岐の農業
を盛り上げていきたい」という思いで作成した
看板は元年 11 月９、10 日両日に『農協まつり』
会場内で披露されました。
　同支部の山石知治支部長は「今年も部員で協
力し合いながら、壱岐の農業を感じてもらえる
ような良い看板が作れた。看板に込めた思いの
通り、壱岐の農業を更に盛り上げていきたい。」
と意気込みました。

青 年部勝本支部
　   手作り看板
　   全国コンクールで入賞

手作り看板全国コンクールで
JA全中賞に輝いた勝本支部作品
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営 ト ックスピ
topics農

この面に記載の事項についてのお問合せは営農センター（0920-45-3805）までお願いします。

壱岐産米ブランドを確立する為に、全量 JA米へ取り組みましょう。
【JA米の３要件】
○種子更新の完全実施　○生産履歴の記帳・提出　○農産物検査の受検（３等以上）
　令和２年産集荷目標 100,000 袋の達成に向け、作付面積の拡大及び収量アップに取り組みましょう。
【集荷品種】
コシヒカリ・つや姫・にこまる・なつほのか・ヒノヒカリ（掛干し米限定）・モチ米（倉前集荷）・その他
【収量・品質アップに向けた重点対策】
○健苗育成
　�田植え時期から逆算した準備作業を計画的に実施し、良苗の田植えに努めましょう（老化苗や徒長苗等は活着が遅れます）。
○水管理
　�適期の中干し（十分な分けつの確保と作業性の確保）。登熟期間の水管理（早期落水厳禁・強風時は深水）。
� （担当：農産園芸課　下條）

JA米�

◎コシヒカリ・つや姫
【育苗準備】
基準播種量　３kg / 10 a
【種子消毒】
種子伝染性病害（いもち病・馬鹿苗病・ごま葉枯病等）予防の為、トリフミン乳剤 300倍とパダン SG水溶液 3,000 倍の混合液（つ
や姫はエコホープDJ）で 24時間浸漬処理を実施して下さい。薬液と籾の容量比は１：１とし、処理後は薬液を処分し新しい水で浸
種処理に移って下さい（水洗いは要りません）。
【浸漬】
出芽歩合を高め、発芽を揃えるために、充分に吸水させることが大切です。期間の目安は水温 10℃で 10日間程度（又は水温 15℃
で７日間程度）です。酸素補給のため、籾は時々撹拌を行い、３日目以降は毎日水替えを実施して下さい。揃った苗を育てるためには
発芽を揃えることが第一です。播種は必ずハト胸状態を確認して行って下さい。
＊浸種期間を十分にとらずに加温機や温室等で出芽を促すと、ムラになる可能性がありますので注意して下さい。
【催芽程度の目安】

【育苗中によく見られる症状と原因】
①芽が出てこない　⇒催芽温度が高すぎ
②出芽が不揃い　　⇒浸漬が不十分、出芽温度が高すぎる
③焼け苗　　　　　⇒ハウスなどの育苗施設内の温度が高すぎる
④苗丈が不揃い　　⇒置き床が凸凹、灌水ムラ
⑤根張りが悪い　　⇒灌水のし過ぎ
【播種】
播種時には、床土に十分な灌水を実施し、所定量の催芽籾※を均一に播いて下さい。播種後、立枯病予防の為、ダコレート水和剤（500倍）
を箱当たり 500ml 灌注して下さい（つや姫は使用不可）。覆土後の灌水は種子の露出や出芽時に覆土を持ち上げやすくなるので
控えて下さい。苗の持ち上がりが発生した場合は、直ちにジョウロ等で灌水し、土を沈め、地表から籾や根が見えないように覆土を補
いましょう。
【出芽】
出芽温度は 28～ 30℃が最適です。温度計を必ず設置し、温度管理に注意して下さい。
＊出芽温度が低いと出芽期間が長くなります。＊出芽温度が 32℃以上になると、カビが発生しやすくなります。
＊積み重ね出芽を行う場合は、10段を超えて積まないようにし、適温で３日目には出芽を終わらせましょう。
【緑化】
緑化に移る出芽長の目安は１～２cmです。緑化期間の温度は昼間 20～ 25℃、夜間 15～ 18℃を目安にして下さい。

� （担当：農産園芸課　下條）

水稲�

※播種量換算表
浸　 種　 籾 150g 180g
乾　 燥　 籾 117g 140g
尺　 貫　 法 1.3 合 1.6 合

大麦
大麦管理作業
【排水対策】
排水不良は麦の収量及び品質を著しく低下させます。排水溝や排水口の点検を実施するとともに、降雨後に圃場内の滞水が長期間続く
場合は、表面排水対策（溝の設置など）を実施して下さい。
【防除】
出穂期前後は高温多湿になりやすく、赤かび病が発生しやすくなります。赤かび病の発生程度によっては出荷できない場合があります
ので、必ず防除を２回実施して下さい。
◎防除時期　　大麦　穂揃期とその 10日後（２回必須）
◎防除薬剤　　１回目　ワークアップ粉剤DL　３kg / 10 a 　　２回目　トップジンM粉剤DL　４㎏ / 10 a
＊�航空防除ご希望の方は、共済組合までお申し込み下さい（47-1317）。� （担当：農産園芸課　下條）
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営 ト ックスピ
topics農

　気温の上昇とともに、病害の発生が懸念されます。
　特に春先は「べと病」・「ボトリチス葉枯症」などの発生に注意しましょう。
　べと病は、まん延してからの薬剤散布は防除効果が落ちるので予防を主体に防除を行い、発生がみられる場合は速やかに治療効果の
ある薬剤の散布を行いましょう。特に葉数が増加してからの防除は株全体にしっかりと薬液がかかるように丁寧に散布しましょう（散
布量目安　3～ 4月　250ℓ /10a・展着剤加用）。
　プロポーズ顆粒水溶剤1,000倍（3回以内　収穫7日前まで）又はリドミルゴールドMZ水和剤1,000倍（3回以内　収穫7日前まで）
その他の治療効果をもつ薬剤（べと病）
　ランマンフロアブル　2,000 倍（4回以内　収穫 7日前まで）
　アミスター 20フロアブル 2,000 倍（4回以内　収穫前日まで）
　ホライズンドライフロアブル 2,500 倍（3回以内　収穫 3日前まで）
＊プロポーズ顆粒水溶剤及びアミスター 20フロアブルについては、ボトリチス葉枯症の治療効果も有り

� （担当：農産園芸課　浦川）

たまねぎ

【春かぼちゃ】
○�適期に播種・定植しましょう。（地域・立地条件毎の播種・定植時期）

品　種 作　　　型

くり将軍
プリメラ
え び す

　①直　播（親ツル１本仕立て）　
　　株間 35cm×畝間３m（１粒／穴播種）
　②苗定植（子ツル２本仕立て）
　　株間 60cm×畝間３m（１株／穴定植）

作型 時期
直播 播種 ３月中旬～３月下旬

苗定植
播種 ２月中旬～２月下旬
定植 ３月下旬～４月上旬

○圃場の準備を早めに実施しましょう。

堆肥・石灰施用

30～ 15日前まで

元肥施用・マルチ被覆
15～ 7日前まで

定植・直播

○透明マルチを被覆し、地温を確保しましょう。

○播種作業のポイント
　①催芽播種の励行
　②覆土は 10mm程度とし、深くならないよう注意する。
　③�発芽後は株元の土寄せとワラの挟み込みを行い、乾燥と倒伏

防止を実施する。

○自家育苗のポイント
�　日々の温度と水管理に注意しましょう。
　《温度管理表》

ステージ 発芽まで 発芽～
子葉展開

～
本葉１枚

～
本葉 2.5 枚

最高 28 24～ 26 23～ 25 22～ 25
最低 20～ 22 14～ 18 12～ 13 11～ 12
　①�潅水は午前中に行い、夕方には土壌表面が軽く乾く程度とする。
　②定植前に苗を馴化させましょう。

露地野菜
【春いんげん】
○播種時期は 3月上旬～ 4月上旬です。

○�播種の 30～ 15日前までに完熟堆肥・タンカル・苦土重焼
燐を施用し、15～ 7日前までに元肥を施用しましょう。

○土壌水分を確保し、マルチを被覆しましょう。�

○すじなし江戸川の作式
　�畝幅 120cm×株間 30cm×条間 70cm（２条）とし、作
業道を 40cm程度設ける。

【スナップエンドウ】
○整枝誘引を早めに実施しましょう。
　①樹作りの為、わき芽と下位節の花を除去しましょう。
　②�主枝が伸びるに従い、収量確保及び倒伏防止のため支柱を

中心にしてしっかりと茎葉を挟み込みましょう。
　　（10～ 20cm間隔で横紐の誘引）�

○３月中旬頃に１回目の追肥を行いましょう。

【にんにく】
○病害虫防除について
時期 病名 薬剤名 倍数 その他

全期 葉枯病 ダコニー
ル 1000 1,000倍 使用により芽の出荷不可

２～
４月 さび病 コサイド

3000 2,000倍 予防効果あり、回数制限
なし

全期 春腐病
○除草について
　�除草剤散布については、選択制（広葉・イネ科）に注意し散
布しましょう。

１年生広葉雑草 アクチノール
乳剤

10ａ当り水量100ℓに対し
て薬液 100㎖

１年生イネ科雑草 セレクト乳剤 10ａ当り水量100ℓに対し
て薬液 50～ 75㎖

（担当：農産園芸課　浦川・長嶋）

収穫が近い極早生を除き、20日おき程度に予防散布を行いましょう。
たまねぎについては、近年、主産地の佐賀をはじめ、べと病により壊滅的な被害が発生しています。壱岐においても、加工・業
務用を中心に産地化を進めていますので、直売用や家庭菜園用も含めて必ず防除に取り組んで下さい！

　冬期に防除できなかった方は、越冬害虫駆除（カイガラムシ類・ハダニ類）の為、ハーベストオイル（80倍）を散布しましょう。
　散布の際は、主幹部にもしっかりとかかるように散布しましょう。� （担当：農産園芸課　長嶋）

柑橘類の管理対策
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Ｑ�．一番印象の強い思い出は？
Ａ�．７年間、光の苑のおじいさんの所へ毎日１時間
歩いて通っていたことです。つらいことでもあり
ましたが生きがいでした。
Ｑ�．一番の楽しみは？
Ａ�．週２回デイサービスに通って、いろんな人とお
話ししたり、作品をつくることや、孫やひ孫と顔
を合わせるのが楽しみです。
Ｑ�．元気の秘訣
Ａ�．何でも食べることや体を動かすこと。よく笑うこ
とです。

中
なかやま

山　増
ます

子
こ

 さん（88）郷ノ浦町若松触

山
やまもと

本　明
あき

菜
な

 さん（36）
石田町池田東触

みんなのひろば
All Open Space

あい
《表紙紹介》

ばい！！まだ
  まだ
元気

わリ
レ
ー友だちの

我が家の
どるたち

いつも笑顔で
頑張っています。

松尾　和則さん
からバトンタッチ

山
やまもと

本小
さ

百
ゆ

合
り

さん（36）石田町筒城仲触

出身地：佐賀県鳥栖市
壱岐に定住した年：平成 23 年

壱岐島に嫁ぎました

Ｑ�．壱岐に来る前の壱岐のイメージ
Ａ�．遠くにある小さい島というイメージでした。
Ｑ�．壱岐に来て驚いたこと
Ａ�．砂浜が白くて海がきれいだったこととウニの味
が甘くて美味しいことに驚きました。
Ｑ�．これからの夢
Ａ�．家族仲良く、いつも笑って暮らしたいです！

　一希くんは、魚釣りや自転車に乗ったり、走ったり体
を動かすことが好きです。咲希ちゃんは、文字に興味
津々で読み書きが上手になっています。昇希くんは、寝
返りをマスターして行動範囲が広くなった、癒しの末っ
子です。
　「春からみんな入学、入園と新しい生活が始まります。
元気モリモリ、たくさん笑顔あふれる楽しい毎日を過ご
して欲しいです。」とご両親

濵
はま

尾
お

　一
いつ

希
き

 く　ん（６）
　　　咲

さ

希
き

 ちゃん（４）芦辺町箱崎中山触

　　　昇
しょう

希
き

 く　ん（０）
　お父さん：義幸さん　お母さん：里奈さん
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辻
つじがわ

川　克
かつ

司
し

 さん（38）芦辺町中野郷本村触 

昭和56年８月21日生　AB型

われら後継者！

小
こ

嶋
じま

那
な

奈
な

美
み

 さん（23）郷ノ浦町

平成８年９月 21 日生　AB 型

さわやかさん

Ｑ�．お仕事は？
Ａ�．生和自動車で働いています。よろしくお願いし
ます。

Ｑ�．やってみたいことは？
Ａ�．兵庫県にある竹田城に行ってみたいです！

Ｑ�．休みの日は何してる？
Ａ�．映画鑑賞をしています。この前は、新春マラソ
ンを走りました。

Ｑ�．壱岐の好きなところは？
Ａ�．海が綺麗なところが好きです。個人的には錦浜
が好きです。

Ｑ�．農業との関わりは？
Ａ�．家で米を作っていて、手伝いをしています。

Ｑ�．理想の女性は？
Ａ�．明るい人です。

Ｑ�．お仕事は？
Ａ�．消防署で働いています。先輩みたいになれるよう頑
張ります！

Ｑ�．やってみたいことは？
Ａ�．富士山に登山してみたいです。

Ｑ�．休みの日は何してる？
Ａ�．音楽を聞きながらランニングしたり、ソフトボール
をしています。

Ｑ�．壱岐の好きなところは？
Ａ�．自然が豊かで星がきれいなところや海がきれいなと
ころです。

Ｑ�．農業との関わりは？
Ａ�．アスパラガスのお手伝いをしたことがあります。

Ｑ�．理想の男性は？
Ａ�．スポーツが好きでしっかりしている人です。

海や星空がきれいなところが大好きです｡

竹田城にいってみたい !
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（子牛市結果）
メ　　　ス 去　　　勢 合　　　計

地区名 頭数 平均価格 平均体重 頭数 平均価格 平均体重 頭数 平均価格 平均体重
武生水 5 658,900 282 8 821,700 308 13 759,085 298
渡　良 10 665,500 283 19 805,779 293 29 757,407 290
柳　田 10 693,770 307 19 876,758 313 29 813,659 311
沼　津 22 687,800 288 26 783,919 300 48 739,865 294
志　原 19 650,911 284 22 742,950 287 41 700,298 286
初　山 24 691,350 295 48 804,031 300 72 766,471 298
鯨　伏 15 716,393 288 28 847,354 310 43 801,670 302
勝　本 31 664,365 283 44 800,375 303 75 744,157 294
箱　崎 33 686,300 287 37 853,184 311 70 774,510 299
那　賀 37 688,035 286 33 846,933 306 70 762,944 295
田　河 41 683,717 289 47 861,277 317 88 778,550 304
石　田 53 687,749 291 63 807,575 309 116 752,827 301
本　所 7 677,443 275 7 774,400 305 14 725,921 290
合　計 307 682,899 288 401 820,696 306 708 760,945 298

（総合計）
種　別 頭数 平均体重 最高金額 平均価格 前回比

メ　　ス 前　回 305 289 1,441,000 711,974 95.92今　回 307 288 1,032,900 682,899

去　　勢 前　回 440 308 1,241,900 846,070 97.00今　回 401 306 1,402,500 820,696

合　計 前　回 745 300 1,441,000 791,172 96.18今　回 708 298 1,402,500 760,945

２月定期牛市結果

（去勢）

種雄牛 頭数 平均
日齢

平均
体重

平均
価格

種雄牛別販売価格トップ３

１位 （母血統） ２位 （母血統） ３位 （母血統）
２代祖 ３代祖 ２代祖 ３代祖 ２代祖 ３代祖

金太郎３ 180 272 314 852,531 1,402,500 安 福 久 平 茂 晴 1,158,300 安 福 久 平 茂 勝 1,129,700 美 国 桜 百 合 茂
弁 慶 ３ 44 282 300 752,625 1,042,800 幸 紀 雄 安 福 久 867,900 福 華 １ 平 茂 晴 850,300 金太郎３ 平 茂 晴
平 茂 晴 28 258 308 824,646 1,104,400 百 合 茂 安 福 久 1,051,600 安 福 久 百 合 茂 1,002,100 勝 忠 平 安 福 久
美 国 桜 25 281 305 822,228 1,056,000 安 福 久 平 茂 晴 960,300 百 合 茂 安 福 久 913,000 勝 忠 平 安 福 久
幸 紀 雄 22 275 294 829,450 1,162,700 安 福 久 百 合 茂 996,600 美 国 桜 安 福 久 964,700 安 福 久 平 茂 勝

去勢 401 274 306 820,696 

（メス）

種雄牛 頭数 平均
日齢

平均
体重

平均
価格

種雄牛別販売価格トップ３

１位 （母血統） ２位 （母血統） ３位 （母血統）
２代祖 ３代祖 ２代祖 ３代祖 ２代祖 ３代祖

金太郎３ 139 282 294 691,204 911,900 安 福 久 勝 忠 平 892,100 平 茂 晴 安 福 久 887,700 百 合 茂 安 福 久
弁 慶 ３ 45 290 283 655,209 807,400 美 国 桜 百 合 茂 798,600 平 茂 晴 勝 忠 平 765,600 百 合 茂 美 津 福
平 茂 晴 32 291 280 641,988 839,300 安 福 久 金 幸 749,100 百 合 茂 安 福 久 748,000 百 合 茂 糸 晴
勝 乃 幸 14 288 283 705,021 778,800 百 合 茂 安 福 久 752,400 平 茂 晴 安 福 久 728,200 美 国 桜 勝 忠 平
隆 之 国 14 291 289 684,357 771,100 喜 亀 忠 勝 忠 平 752,400 百 合 茂 安 福 久 727,100 華 春 福 金 幸

メス 307 288 288 682,899 

通
信

（成牛市結果）
種　別 頭数 平均体重 最高金額 平均価格 前回比

未　　経 前　回 3 460 642,400 576,400 0.00今　回

経　　産 前　回 67 544 799,700 314,649 108.16今　回 55 534 946,000 340,340

初　　妊 前　回 22 526 1,656,600 1,303,050 102.17今　回 26 505 1,514,700 1,331,338

妊　　娠 前　回 81 555 1,425,600 645,456 98.80今　回 57 531 1,592,800 637,691

合　計 前　回 173 546 1,656,600 599,767 108.35今　回 138 527 1,592,800 649,869
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ATM取扱案内（お知らせ）
　JAバンクをご利用頂き誠に有難うございます。
　JAでは、この度店舗統合にともない下記のとおりATMの取扱機能の拡充及び利用
に関するお知らせを致しますのでご利用お願いします。

•現金振込（10万円まで）、入金・出金に硬貨がご利用できます。
•組合員外のお客様の店内振込の手数料は、ATMの方が安くなります。
•１回の取引につき千円札から硬貨への両替（500円１枚、100円５枚）ができます。
　但し、キャッシュカードが必要となります。
【取扱時間】
〇南支所（本所）＊１台のみご利用ができます。
　⇒ATM営業時間中ご利用可能となります。
〇北支所（旧芦辺支所）、旧郷ノ浦支所、旧勝本支所、旧石田支所
　⇒平日のみの８：45～ 18：00となります。

通帳の自動繰越ができます。
【ご利用可能ATM】
南支所（本所）、旧郷ノ浦支所、旧勝本支所、北支所（旧芦辺支所）
旧石田支所、ベイサイド湯ノ本給油所

機能①　硬貨の入出金・両替・振込

機能②　通帳の自動繰越

南支所（本所）のATMを増設し２台稼働しています。

法人・団体へのキャッシュカードを発行しています。
但し、代表者の手続が必要となります。

ペイジーの取扱いができます。
ペイジーマークの入った納付書等のお支払いがATMで可能です。
国民年金保険料、電話料、申告所得税、消費税など

千円札への両替ができます。
但し、１回の取引につき 10枚までの上限となり、キャッシュカードが必要とな
ります。

お知らせ①

お知らせ②

お知らせ③

お知らせ④
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ふれあ

　JA壱岐市フリーペーパー『Ａらしか♥』第５号プレゼントコーナーへの、
たくさんのご応募ありがとうございました。
　厳正な抽選の結果、壱岐産米「なつほのか」に当選されたのは以下の５
名の方々です。おめでとうございます！

当選者
５名

平川　幸代 様　（郷ノ浦町）　　　重本　明朗 様　（芦辺町）

川上八千代 様　（勝本町）　　　　豊田丈次郎 様　（石田町）

伊藤喜代子 様　（福岡県福岡市）

［え〜らしか］
第５号

プレゼント
当選者発表

�３月 16日月〜 23日月�
　直売所　お彼岸セール
�３月 26日木�
　青年部通常総会

�３月 30日月�
　理事会
�３月 31日�火�
　資材センター棚卸休業（終日）

 壱 番 館 の 日  １日、11 日、21 日
 四季菜館の日  ４日、14 日、24 日※日程は変更になる場合があります。

主な行事予定 ポイント

2倍

電器店舗移転のお知らせ
　日頃より、電器店舗 ING560をご利用頂き誠にありがとうございます。
　この度、同店舗は令和２年３月 10日に柳田資材センター横（旧郷ノ浦支所）に
移転いたします。
　是非、お気軽にお立ち寄り下さい。皆様のご来店お待ちしております。

※３月９日（月）は、引越し作業の為、休業させていただきます。

電器店舗 ING560
移 　転 　先：郷ノ浦町柳田触 325 番地（旧郷ノ浦支所）
電話／ FAX：0920-47-1270
移 　転 　日：令和２年３月 10 日（火）


